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1．経営成績・財政状態に関する分析 
(1) 経営成績に関する分析 

① 当期の経営成績 

当連結会計年度におけるわが国経済は、個人消費の伸び悩みなど一部に弱さがみられたものの、政府の各

種政策の効果により、企業収益や雇用・所得環境の改善傾向が続き、景気は緩やかな回復基調で推移しまし

た。 

建設業界におきましては、公共投資は前連結会計年度に比べると減少に転じているものの、民間設備投資

は企業収益の改善等を背景に増加基調となり、総じて堅調に推移しました。 

このような状況の下で、当社グループは、業績の向上に努めてまいりました。売上高につきましては、当

連結会計年度下期に建設工事の受注が集中いたしました結果769億円と前年と比べ5.6%の増加にとどまりま

した。損益につきましては、営業利益25億円（前年同期比2.1％増加）、経常利益23億円（前年同期比7.9%

増加）、親会社株主に帰属する当期純利益20億円（前年同期比10.4％減少）となりました。 
 
事業の種類別セグメントごとの業績を示すと次のとおりであります。(事業の種類別セグメントごとの業

績については、セグメント間の内部売上高等を含めて記載しております。) 

 

 （建設事業） 

建設事業を取り巻く環境は、公共投資は減少傾向ではあるものの高水準を維持し、堅調な企業収益を背景

に民間需要の増加も見られましたが、建設技能労働者不足に伴う建設コストの上昇や資材価格の値上がりな

ど厳しさも残っております。そのような状況の中、当連結会計年度下期に建設工事の受注が集中いたしまし

た結果、当社グループの建設事業の売上高は751億円と前連結会計年度に比べ35億円(前年同期比5.0%増加)

の増収にとどまりました。損益につきましては営業利益38億円（前年同期比4.7%減少）となりました。 
 
 （不動産事業） 

不動産事業を取り巻く環境は、一部に回復の兆しが見られるものの、依然として厳しい状態が続いており

ます。当社グループはこのような状況を考慮し、販売活動を行いました。当社グループの不動産事業の売上

高は12億円と前連結会計年度に比べ２億円(前年同期比25.7%増加)の増収となりました。損益につきまして

は、主に当社グループが保有する販売用不動産の評価損が前期より減少したことにより営業利益56百万円

（前年同期は営業損失３億円）となりました。 
 

② 次期の見通し 

今後の見通しにつきましては、わが国経済は、雇用・所得環境の改善傾向が継続し、緩やかな回復へ向か

うことが期待されますが、中国を始めとするアジア新興国の景気下振れや欧州・中東情勢など、海外経済の

不確実性の高まりや金融資本市場の変動の影響等に留意が必要な状況となっています。 

建設業界におきましては、公共投資は緩やかな減少を継続するものの、関連予算の早期執行による下支え

が発現していくことが期待され、民間設備投資は企業収益を背景に堅調に推移することが見込まれます。 

これらの状況を踏まえ、当社グループの平成29年３月期の業績予想につきましては、売上高850億円、経

常利益24億円、親会社株主に帰属する当期純利益20億円を予定しております。 

 
 
(2) 財政状態に関する分析 

① 資産、負債、純資産及びキャッシュ・フローの状況に関する分析 
当社及び連結子会社は、キャッシュ・フローの安定化を図りながら、財務体質の改善・資産の効率化に取

り組んでおります。 

（資産） 

流動資産は、主に工事代金の入金により現金預金が28億円増加、工事の進捗により立替金が５億円増加し

たこと及び売却により販売用不動産が８億円減少したこと等により、前連結会計年度末に比べ25億円増加し、

520億円となりました。 

固定資産は、主に研究施設の新設及び工事用機材の購入により、前連結会計年度末より４億円増加し、121

億円となりました。 

主に上記の影響により、総資産は前連結会計年度末に比べ29億円増加し、642億円となりました。 
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（負債） 

流動負債は、支払手形・工事未払金等が12億円増加、未成工事受入金等が６億円増加したこと等により、

前連結会計年度末に比べ24億円増加し、322億円となりました。 

固定負債は、主に長期借入金が返済により11億円減少したことにより前連結会計年度末に比べ９億円減少

し、109億円となりました。 

以上の結果、負債合計は前連結会計年度末に比べ15億円増加し、431億円となりました。 

（純資産） 

純資産は、主に親会社株主に帰属する当期純利益の計上により前連結会計年度末より14億円増加し、210

億円となりました。 

（キャッシュ・フロー） 

当連結会計年度の営業活動によるキャッシュ・フローについては、工事代金の回収及び販売用不動産の売

却に努めました結果、57億円の資金の増加（前年同期は18億円の減少）となりました。 

投資活動によるキャッシュ・フローについては、主に固定資産の取得により10億円の資金の減少（前年同

期は８億円の減少）となりました。 

財務活動によるキャッシュ・フローについては、主に長期借入金の返済により17億円の資金の減少(前年

同期は２億円の増加)となりました。 

以上の結果、現金及び現金同等物期末残高は、期首残高から28億円増加し、130億円となりました。 
 
②キャッシュ・フロー関連指標の推移 

 平成２６年３月期 平成２７年３月期 平成２８年３月期 

自 己 資 本 比 率 ２５．７％ ３１．２％ ３１．８％

時価ベースの自己資本比率 ２９．３％ ３９．３％ ２５．６％

キャッシュ・フロー
対有利子負債比率 1.74 － 1.01

ｲﾝﾀﾚｽﾄ･ｶﾊﾞﾚｯｼﾞ･ﾚｼｵ 15.65 － 28.74

（注）自己資本比率：自己資本／総資産 

時価ベースの自己資本比率：株式時価総額／総資産 
キャッシュ・フロー対有利子負債比率：有利子負債／キャッシュ・フロー 
インタレスト・カバレッジ・レシオ：キャッシュ・フロー／ 利息の支払額 
※各指標は、いずれも連結ベースの財務数値により算出しております。 
※株式時価総額は、期末株価終値×期末発行済株式数（自己株式控除後）により算出しております。 
※キャッシュ・フローは、営業キャッシュ・フローを利用しております。 
※有利子負債は連結貸借対照表に計上されている負債のうち、利子を支払っている全ての負債を対象

としております。 
※平成27年３月期の「キャッシュ・フロー対有利子負債比率」及び「インタレスト・カバレッジ・レ

シオ」については、営業キャッシュ・フローがマイナスのため、記載しておりません。 
 

(3) 利益配分に関する基本方針及び当期・次期の配当 

当社の利益配分につきましては、将来に備え企業体質の強化を図るとともに、会社を取り巻く環境を勘案しつつ

長期安定的な配当を継続することを基本にしております。 

当期の配当におきましては、業績及び今後の事業環境等を総合的に勘案しまして、１株当たり普通配当３円を行

う予定です。また、次期の配当におきましては、１株当たり普通配当３円を行う予定です。 

なお、当期の配当につきましては本年５月25日開催予定の取締役会の決議をもって正式に決定する予定でありま

す。 
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2．企業集団の状況 
近の有価証券報告書（平成27年６月29日提出）における「事業系統図（事業の内容）」及び「関係会社の

状況」から重要な変更がありません。 

 

3．経営方針 
(1) 会社の経営の基本方針 

当社は「良質の建設サービスを安全かつ経済的に顧客に提供し、社会に貢献する」ことを企業理念として掲

げ、長期的に安定して存続・発展していく企業を目指して、経営の効率化を推進し、経営体質の強化と業績の

安定的向上に努めております。 

この企業理念は子会社、関連会社についても同様であり、グループの力を結集して、顧客の満足を得られる

よう、努力してまいります。 
 

(2) 中長期的な会社の経営戦略と対処すべき課題 
当社グループは、官庁土木を中核とし、民間、海外事業の強化によるバランスのとれた事業を展開すること

を中長期的な方向性とし、平成27年度を初年度とする中期経営計画（平成27年度－平成29年度）を策定し取組

んでおります。 

本計画は、持続的な成長を通じ「更なる事業基盤の強化」を図る３ヶ年と位置づけ、計画達成に向け全社一

丸となって取組むことにより、企業価値向上を目指してまいります。 

   

  ＜中期経営計画（平成27年度－平成29年度）＞ 

   

  ○基本方針 

  ・土木事業を中核とし、建築事業の収益力の強化、海外事業の収益基盤の確立により経営の安定化を図る 

   

  ○基本戦略 

   １．土木事業の競争力・収益力の更なる強化 

   ２．建築事業の収益力の強化 

   ３．海外事業の収益基盤の確立 

   ４．財務体質の強化と機動的な資金調達 

   

  ○重点施策 

    １．現場主義の徹底 

       機能的な組織による現場管理体制、営業力の強化 

    ２．利益重視の徹底 

       採算を確保した受注 

    ３．優秀な人材の確保・育成 

       人員確保の多様化、女性・高齢者の活用、個のレベルアップを図る教育 

    ４．技術力の強化 

       競争力のある技術開発、技術研究所の拡充、将来を見据えた設備投資の検討 

 

 

4．会計基準の選択に関する基本的な考え方 
当社グループは、当面は日本基準を採用することとしております。 

なお、ＩＦＲＳの適用につきましては、国内外の諸情勢を考慮の上、適切に対応していく方針であります。 

 

若築建設㈱(1888)平成28年３月期決算短信

4



５．連結財務諸表

（１）連結貸借対照表

    (単位：百万円) 

 
前連結会計年度 

(平成27年３月31日) 
当連結会計年度 

(平成28年３月31日) 

資産の部    

流動資産    

現金預金 10,194 13,034 

受取手形・完成工事未収入金等 26,062 25,858 

販売用不動産 6,239 5,370 

未成工事支出金 1,390 1,312 

不動産事業等支出金 512 422 

繰延税金資産 1,284 1,282 

立替金 2,097 2,618 

その他 1,798 2,189 

貸倒引当金 △20 △20 

流動資産合計 49,558 52,067 

固定資産    

有形固定資産    

建物・構築物 3,002 3,323 

機械、運搬具及び工具器具備品 4,004 4,624 

船舶 6,099 6,101 

土地 5,265 5,215 

リース資産 132 139 

建設仮勘定 55 48 

減価償却累計額 △9,819 △10,319 

有形固定資産合計 8,739 9,133 

無形固定資産 101 97 

投資その他の資産    

投資有価証券 2,025 2,136 

繰延税金資産 9 9 

その他 1,639 1,443 

貸倒引当金 △782 △645 

投資その他の資産合計 2,892 2,944 

固定資産合計 11,733 12,175 

資産合計 61,292 64,243 
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    (単位：百万円) 

 
前連結会計年度 

(平成27年３月31日) 
当連結会計年度 

(平成28年３月31日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形・工事未払金等 20,590 21,835 

1年内償還予定の社債 30 40 

短期借入金 662 598 

リース債務 29 30 

未払法人税等 217 157 

未成工事受入金等 4,321 4,930 

賞与引当金 433 440 

完成工事補償引当金 55 58 

工事損失引当金 475 202 

災害損失引当金 32 － 

その他 2,923 3,974 

流動負債合計 29,772 32,268 

固定負債    

社債 40 － 

長期借入金 6,317 5,125 

リース債務 59 51 

繰延税金負債 130 151 

再評価に係る繰延税金負債 817 629 

退職給付に係る負債 4,394 4,851 

その他 103 104 

固定負債合計 11,863 10,913 

負債合計 41,635 43,182 

純資産の部    

株主資本    

資本金 11,374 11,374 

資本剰余金 2,924 2,924 

利益剰余金 4,702 5,895 

自己株式 △10 △10 

株主資本合計 18,990 20,183 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 272 343 

土地再評価差額金 762 1,394 

退職給付に係る調整累計額 △922 △1,504 

その他の包括利益累計額合計 113 234 

非支配株主持分 553 643 

純資産合計 19,657 21,060 

負債純資産合計 61,292 64,243 
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（２）連結損益計算書及び連結包括利益計算書

（連結損益計算書）

    (単位：百万円) 

 
前連結会計年度 

(自 平成26年４月１日 
 至 平成27年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成27年４月１日 
 至 平成28年３月31日) 

売上高    

完成工事高 70,546 74,141 

不動産事業等売上高 2,334 2,801 

売上高合計 72,880 76,942 

売上原価    

完成工事原価 63,605 67,257 

不動産事業等売上原価 1,698 2,328 

販売用不動産評価損 426 17 

売上原価合計 65,730 69,603 

売上総利益    

完成工事総利益 6,940 6,884 

不動産事業等総利益 209 455 

売上総利益合計 7,150 7,339 

販売費及び一般管理費 4,618 4,753 

営業利益 2,532 2,586 

営業外収益    

受取利息 17 17 

受取配当金 33 27 

保険配当金 11 23 

為替差益 12 － 

貸倒引当金戻入額 0 24 

その他 28 37 

営業外収益合計 103 129 

営業外費用    

支払利息 204 186 

持分法による投資損失 98 － 

シンジケートローン手数料 72 41 

為替差損 － 64 

その他 43 32 

営業外費用合計 418 324 

経常利益 2,216 2,391 

特別利益    

固定資産売却益 1 0 

投資有価証券売却益 32 0 

貸倒引当金戻入額 197 － 

災害損失引当金戻入額 － 32 

特別利益合計 232 32 
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    (単位：百万円) 

 
前連結会計年度 

(自 平成26年４月１日 
 至 平成27年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成27年４月１日 
 至 平成28年３月31日) 

特別損失    

固定資産売却損 1 17 

固定資産除却損 10 21 

ゴルフ会員権評価損 7 － 

減損損失 11 9 

その他 5 5 

特別損失合計 36 54 

税金等調整前当期純利益 2,412 2,369 

法人税、住民税及び事業税 369 250 

法人税等調整額 △341 2 

法人税等合計 27 252 

当期純利益 2,384 2,117 

非支配株主に帰属する当期純利益 123 90 

親会社株主に帰属する当期純利益 2,260 2,026 
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（連結包括利益計算書）

    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(自 平成26年４月１日 
 至 平成27年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成27年４月１日 
 至 平成28年３月31日) 

当期純利益 2,384 2,117 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 152 70 

土地再評価差額金 77 187 

退職給付に係る調整額 430 △582 

その他の包括利益合計 660 △324 

包括利益 3,044 1,793 

（内訳）    

親会社株主に係る包括利益 2,921 1,702 

非支配株主に係る包括利益 123 90 
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（３）連結株主資本等変動計算書

前連結会計年度（自 平成26年４月１日 至 平成27年３月31日）

        (単位：百万円) 

  株主資本 

  資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計 

当期首残高 11,374 2,924 2,196 △10 16,484 

会計方針の変更による累積
的影響額     499   499 

会計方針の変更を反映した当
期首残高 11,374 2,924 2,696 △10 16,984 

当期変動額           

剰余金の配当     △259   △259 

親会社株主に帰属する当期
純利益     2,260   2,260 

自己株式の取得       △0 △0 

土地再評価差額金の取崩     4   4 

株主資本以外の項目の当期
変動額（純額）           

当期変動額合計 － － 2,006 △0 2,005 

当期末残高 11,374 2,924 4,702 △10 18,990 

 

             

  その他の包括利益累計額 

非支配株主持分 純資産合計 
  

その他有価証券
評価差額金 土地再評価差額金 

退職給付に係る調
整累計額 

その他の包括利
益累計額合計 

当期首残高 120 689 △1,352 △542 431 16,373 

会計方針の変更による累積
的影響額           499 

会計方針の変更を反映した当
期首残高 

120 689 △1,352 △542 431 16,873 

当期変動額             

剰余金の配当           △259 

親会社株主に帰属する当期
純利益           2,260 

自己株式の取得           △0 

土地再評価差額金の取崩           4 

株主資本以外の項目の当期
変動額（純額） 152 73 430 655 122 778 

当期変動額合計 152 73 430 655 122 2,784 

当期末残高 272 762 △922 113 553 19,657 
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当連結会計年度（自 平成27年４月１日 至 平成28年３月31日）

        (単位：百万円) 

  株主資本 

  資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計 

当期首残高 11,374 2,924 4,702 △10 18,990 

会計方針の変更による累積
的影響額         － 

会計方針の変更を反映した当
期首残高 

11,374 2,924 4,702 △10 18,990 

当期変動額           

剰余金の配当     △388   △388 

親会社株主に帰属する当期
純利益     2,026   2,026 

自己株式の取得       △0 △0 

土地再評価差額金の取崩     △444   △444 

株主資本以外の項目の当期
変動額（純額）           

当期変動額合計 － － 1,193 △0 1,193 

当期末残高 11,374 2,924 5,895 △10 20,183 

 

             

  その他の包括利益累計額 

非支配株主持分 純資産合計 
  

その他有価証券
評価差額金 

土地再評価差額金 
退職給付に係る調

整累計額 
その他の包括利
益累計額合計 

当期首残高 272 762 △922 113 553 19,657 

会計方針の変更による累積
的影響額           － 

会計方針の変更を反映した当
期首残高 272 762 △922 113 553 19,657 

当期変動額             

剰余金の配当           △388 

親会社株主に帰属する当期
純利益           2,026 

自己株式の取得           △0 

土地再評価差額金の取崩           △444 

株主資本以外の項目の当期
変動額（純額） 

70 631 △582 120 89 210 

当期変動額合計 70 631 △582 120 89 1,403 

当期末残高 343 1,394 △1,504 234 643 21,060 
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（４）連結キャッシュ・フロー計算書

    (単位：百万円) 

 
前連結会計年度 

(自 平成26年４月１日 
 至 平成27年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成27年４月１日 
 至 平成28年３月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー    

税金等調整前当期純利益 2,412 2,369 

減価償却費 449 712 

減損損失 11 9 

貸倒引当金の増減額（△は減少） △130 △136 

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △5 △125 

災害損失引当金の増減額（△は減少） － △32 

その他の引当金の増減額（△は減少） 79 △263 

受取利息及び受取配当金 △50 △45 

支払利息 204 186 

持分法による投資損益（△は益） 98 － 

シンジケートローン手数料 72 41 

投資有価証券売却損益（△は益） △32 1 

投資有価証券評価損益（△は益） 0 0 

固定資産除売却損益（△は益） 10 38 

売上債権の増減額（△は増加） 137 204 

未成工事支出金等の増減額（△は増加） △372 167 

販売用不動産の増減額（△は増加） 897 868 

仕入債務の増減額（△は減少） △620 1,244 

未成工事受入金等の増減額(△は減少） △1,914 609 

その他の資産の増減額（△は増加） △1,359 △771 

その他の負債の増減額（△は減少） △1,034 1,063 

その他 △52 70 

小計 △1,200 6,213 

利息及び配当金の受取額 54 45 

利息の支払額 △228 △199 

法人税等の支払額 △506 △329 

営業活動によるキャッシュ・フロー △1,880 5,729 

投資活動によるキャッシュ・フロー    

有形固定資産の取得による支出 △1,124 △1,143 

有形固定資産の売却による収入 16 43 

投資有価証券の取得による支出 △7 △23 

投資有価証券の売却による収入 169 3 

その他 54 29 

投資活動によるキャッシュ・フロー △891 △1,090 
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    (単位：百万円) 

 
前連結会計年度 

(自 平成26年４月１日 
 至 平成27年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成27年４月１日 
 至 平成28年３月31日) 

財務活動によるキャッシュ・フロー    

短期借入金の純増減額（△は減少） 200 － 

長期借入れによる収入 1,347 50 

長期借入金の返済による支出 △926 △1,306 

社債の償還による支出 △30 △30 

自己株式の取得による支出 △0 △0 

配当金の支払額 △256 △386 

非支配株主への配当金の支払額 △1 △1 

ファイナンス・リース債務の返済による支出 △28 △32 

シンジケートローン手数料の支払額 △72 △41 

担保提供預金への預入による支出 △808 △224 

担保提供預金からの払出による収入 808 224 

財務活動によるキャッシュ・フロー 233 △1,747 

現金及び現金同等物に係る換算差額 14 △51 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △2,523 2,839 

現金及び現金同等物の期首残高 12,718 10,194 

現金及び現金同等物の期末残高 10,194 13,033 
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（５）連結財務諸表に関する注記事項 

 

（継続企業の前提に関する注記） 

   該当事項はありません。 

 

（会計方針の変更） 
（企業結合に関する会計基準等の適用） 

「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第 21 号 平成 25 年９月 13 日。以下「企業結合
会計基準」という。）、「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第 22 号 平成 25 年９月
13 日。以下「連結会計基準」という。）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７
号 平成 25 年９月 13 日。以下「事業分離等会計基準」という。）等を当連結会計年度から適用し、
支配が継続している場合の子会社に対する当社の持分変動による差額を資本剰余金として計上す
るとともに、取得関連費用を発生した連結会計年度の費用として計上する方法に変更しておりま
す。また、当連結会計年度の期首以後実施される企業結合については、暫定的な会計処理の確定
による取得原価の配分額の見直しを企業結合日の属する連結会計年度の連結財務諸表に反映させ
る方法に変更しております。加えて、当期純利益等の表示の変更及び少数株主持分から非支配株
主持分への表示の変更を行っております。当該表示の変更を反映させるため、前連結会計年度に
ついては、連結財務諸表の組替えを行っております。 

企業結合会計基準等の適用については、企業結合会計基準第 58－２項(4)、連結会計基準第 44
－５項(4)及び事業分離等会計基準第 57－４項(4)に定める経過的な取扱いに従っており、当連結
会計年度の期首時点から将来にわたって適用しております。 

これによる連結財務諸表に与える影響はありません。 
 
 

 
 （連結貸借対照表関係） 

前連結会計年度 
（平成27年３月31日） 

当連結会計年度 
（平成28年３月31日） 

資産のうち、下記のとおり担保に供しております。

 

資産のうち、下記のとおり担保に供しております。

(1）(イ)担保資産 (1）(イ)担保資産 
  

 百万円

販売用不動産 6,073 

建物 827 

船舶 1,565 

土地 5,080 

投資有価証券 129 

計 13,676 

 百万円

船舶 1,304 

投資有価証券 27 

計 1,331 
  

(ロ)担保付債務 (ロ)担保付債務 
  

 百万円

短期借入金 251 

長期借入金 6,014 

 計 6,265 

 百万円

短期借入金 177 

長期借入金 637 

 計 814 

(2）なお、当該担保資産の一部は、上記の担保付債

務以外に、非連結子会社と金融機関との間で締

結した借入契約に基づく債務の担保に供され

ております。 

(2）なお、当該担保資産の一部は、上記の担保付債

務以外に、非連結子会社と金融機関との間で締

結した借入契約に基づく債務の担保に供され

ております。 

        

なお、上記以外は、決算短信における開示の必要性が大きくないと考えられるため、開示を省略します。 
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（セグメント情報等） 

１．報告セグメントの概要 

  当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が、

経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものでありま

す。 
 当社は、本社に建設事業担当部門を置き、建設事業における国内及び海外の包括的な戦略を立案し、

事業活動を展開しております。また、不動産事業については、本社で国内の不動産事業を統括しており

ます。 
 したがって、当社は「建設事業」及び「不動産事業」を報告セグメントとしております。 
 「建設事業」は主に国内において海上土木工事、陸上土木工事、建築工事といった建設業を展開して

おります。「不動産事業」は、国内において不動産の販売及び賃貸事業を展開しております。 
 
２．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産その他の項目の算定方法 

報告されている事業セグメントの会計処理の方法は、連結財務諸表作成のために採用している会計処理の

方法と同一であります。報告セグメントの利益は、営業利益であります。 
 

３．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産その他の項目の金額に関する情報 

前連結会計年度（自 平成 26 年４月１日 至 平成 27 年３月 31 日） 
（単位：百万円） 

   

報告セグメント 
その他 

（注１） 

調整額 

（注２） 

連結財務諸

表計上額

（注３） 建設事業 不動産事業 計 

売上高   

外部顧客への売上高 71,553 1,018 72,571 309 － 72,880

セグメント間の内部売上高 

又は振替高 
－ － － 77 △77 －

計 71,553 1,018 72,571 386 △77 72,880

セグメント利益又は損失(△) 4,054 △357 3,697 26 △1,191 2,532

セグメント資産 38,129 9,080 47,209 69 14,013 61,292

その他の項目   

減価償却費 374 45 419 － 29 449

減損損失 － － － － 11 11

有形固定資産及び無形固定 

資産の増加額 
1,178 － 1,178 － 46 1,224

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、主な内容は船舶監理業務

であります。 

   ２．調整額は以下のとおりであります。 

 (1) セグメント利益又は損失（△）の調整額△1,191 百万円は、各報告セグメントに帰属しない全社費

用であります。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。 

    (2) セグメント資産の調整額 14,013 百万円は、各報告セグメントに配分していない全社資産でありま

す。全社資産は、主に報告セグメントに配分しない現金預金であります。 

    (3) 減価償却費の調整額 29 百万円、減損損失の調整額 11 百万円、有形固定資産及び無形固定資産の増

加額の調整額 46 百万円は、報告セグメントに配分しない固定資産に係るものであります。  

   ３．セグメント利益又は損失（△）は、連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 
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当連結会計年度（自 平成 27 年４月１日 至 平成 28 年３月 31 日） 

（単位：百万円） 

   

報告セグメント 
その他 

（注１） 

調整額 

（注２） 

連結財務諸

表計上額

（注３） 建設事業 不動産事業 計 

売上高   

外部顧客への売上高 75,108 1,279 76,388 554 － 76,942

セグメント間の内部売上高 

又は振替高 
－ － － 87 △87 －

計 75,108 1,279 76,388 641 △87 76,942

セグメント利益又は損失(△) 3,864 56 3,921 △45 △1,290 2,586

セグメント資産 40,495 8,185 48,681 7 15,554 64,243

その他の項目   

減価償却費 641 37 679 － 32 712

減損損失 － － － － 9 9

有形固定資産及び無形固定 

資産の増加額 
1,128 34 1,163 － 20 1,183

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、主な内容は船舶監理業務

であります。 

   ２．調整額は以下のとおりであります。 

 (1) セグメント利益又は損失(△)の調整額△1,290 百万円は、各報告セグメントに帰属しない全社費用

であります。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。 

    (2) セグメント資産の調整額 15,554 百万円は、各報告セグメントに配分していない全社資産でありま

す。全社資産は、主に報告セグメントに配分しない現金預金であります。 

    (3) 減価償却費の調整額 32 百万円、減損損失の調整額９百万円、有形固定資産及び無形固定資産の増

加額の調整額 20 百万円は、報告セグメントに配分しない固定資産に係るものであります。  

   ３．セグメント利益又は損失（△）は、連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

 

 

 

 
注記事項（連結損益計算書関係）（連結包括利益計算書関係）（連結株主資本等変動計算書関係）（連結
キャッシュ・フロー計算書関係）（リース取引関係）（金融商品関係）（有価証券関係）（デリバティブ
取引関係）（退職給付関係）（税効果会計関係）（資産除去債務関係）（賃貸等不動産関係）（関連当事者
情報） 
 以上に関する注記事項については、決算短信における開示の必要性が大きくないと考えられるため
開示を省略します。 
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（１株当たり情報） 

  

前連結会計年度 

（自 平成26年４月１日 

至 平成27年３月31日） 

当連結会計年度 

（自 平成27年４月１日 

至 平成28年３月31日） 

１株当たり純資産額（円） 147.46 157.60 

１株当たり当期純利益金額（円） 17.45 15.64 

 （注）１．前連結会計年度の潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額については、潜在株式が存在しな

いため記載しておりません。 

２．当連結会計年度の潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額については、潜在株式が存在しな

いため記載しておりません。 

３．１株当たり当期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。 

  

前連結会計年度 

（自 平成26年４月１日 

至 平成27年３月31日） 

当連結会計年度 

（自 平成27年４月１日 

至 平成28年３月31日） 

親会社株主に帰属する当期純利益金額 

（百万円） 
2,260 2,026 

普通株主に帰属しない金額（百万円） － － 

普通株式に係る親会社株主に帰属する

当期純利益金額（百万円） 2,260 2,026 

普通株式の期中平均株式数（千株） 129,555 129,553 

 

（重要な後発事象） 
該当事項はありません。 
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６．個別財務諸表

（１）貸借対照表

    (単位：百万円) 

 
前事業年度 

(平成27年３月31日) 
当事業年度 

(平成28年３月31日) 

資産の部    

流動資産    

現金預金 9,441 11,779 

受取手形 568 200 

完成工事未収入金 25,109 24,959 

不動産事業等未収入金 11 11 

販売用不動産 5,955 5,087 

未成工事支出金 855 1,023 

不動産事業等支出金 3 1 

未収入金 1,278 1,791 

立替金 2,096 2,614 

繰延税金資産 698 712 

その他 470 375 

貸倒引当金 △19 △17 

流動資産合計 46,470 48,540 

固定資産    

有形固定資産    

建物 1,923 2,164 

減価償却累計額 △1,158 △1,176 

建物（純額） 764 988 

構築物 231 310 

減価償却累計額 △204 △214 

構築物（純額） 26 96 

機械及び装置 1,052 1,333 

減価償却累計額 △908 △928 

機械及び装置（純額） 143 405 

船舶 5,813 5,815 

減価償却累計額 △4,034 △4,301 

船舶（純額） 1,778 1,513 

車両運搬具 22 192 

減価償却累計額 △20 △72 

車両運搬具（純額） 2 119 

工具器具・備品 830 836 

減価償却累計額 △661 △668 

工具器具・備品（純額） 168 168 

土地 5,080 5,031 

リース資産 132 139 

減価償却累計額 △61 △70 

リース資産（純額） 70 68 

建設仮勘定 54 44 

有形固定資産合計 8,092 8,435 

無形固定資産    

借地権 1 1 

その他 95 88 

無形固定資産合計 96 89 
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    (単位：百万円) 

 
前事業年度 

(平成27年３月31日) 
当事業年度 

(平成28年３月31日) 

投資その他の資産    

投資有価証券 1,981 2,086 

関係会社株式 75 75 

関係会社長期貸付金 2,718 2,668 

長期貸付金 2 2 

破産更生債権等 710 562 

長期前払費用 46 14 

敷金及び保証金 373 359 

その他 154 151 

貸倒引当金 △1,527 △1,387 

投資その他の資産合計 4,533 4,533 

固定資産合計 12,722 13,058 

資産合計 59,192 61,598 

負債の部    

流動負債    

支払手形 11,760 11,641 

工事未払金 8,470 9,513 

不動産事業等未払金 58 130 

短期借入金 584 510 

リース債務 29 30 

未払金 214 230 

未払消費税等 27 75 

未払法人税等 138 130 

未成工事受入金等 3,636 4,050 

預り金 2,559 3,548 

賞与引当金 404 409 

完成工事補償引当金 53 56 

工事損失引当金 453 202 

災害損失引当金 32 － 

その他 50 48 

流動負債合計 28,473 30,580 

固定負債    

長期借入金 6,248 5,043 

リース債務 59 51 

繰延税金負債 130 151 

再評価に係る繰延税金負債 817 629 

退職給付引当金 3,443 3,314 

その他 33 31 

固定負債合計 10,732 9,222 

負債合計 39,206 39,802 
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    (単位：百万円) 

 
前事業年度 

(平成27年３月31日) 
当事業年度 

(平成28年３月31日) 

純資産の部    

株主資本    

資本金 11,374 11,374 

資本剰余金    

資本準備金 2,843 2,843 

その他資本剰余金 63 63 

資本剰余金合計 2,907 2,907 

利益剰余金    

その他利益剰余金    

繰越利益剰余金 4,680 5,786 

利益剰余金合計 4,680 5,786 

自己株式 △10 △10 

株主資本合計 18,951 20,057 

評価・換算差額等    

その他有価証券評価差額金 272 343 

土地再評価差額金 762 1,394 

評価・換算差額等合計 1,035 1,738 

純資産合計 19,986 21,795 

負債純資産合計 59,192 61,598 

 

若築建設㈱(1888)平成28年３月期決算短信

20



（２）損益計算書

    (単位：百万円) 

 
前事業年度 

(自 平成26年４月１日 
 至 平成27年３月31日) 

当事業年度 
(自 平成27年４月１日 
 至 平成28年３月31日) 

売上高    

完成工事高 67,937 72,146 

不動産事業等売上高 1,064 1,282 

売上高合計 69,001 73,428 

売上原価    

完成工事原価 61,321 65,538 

不動産事業等売上原価 826 1,165 

販売用不動産評価損 422 17 

売上原価合計 62,571 66,721 

売上総利益    

完成工事総利益 6,615 6,607 

不動産事業等総利益又は不動産事業等総損失

（△） 
△185 99 

売上総利益合計 6,430 6,707 

販売費及び一般管理費    

役員報酬 150 150 

従業員給料手当 1,697 1,773 

賞与引当金繰入額 114 118 

退職金 1 2 

退職給付費用 203 196 

法定福利費 286 295 

福利厚生費 143 141 

修繕維持費 22 8 

事務用品費 52 63 

通信交通費 360 352 

動力用水光熱費 34 32 

調査研究費 101 100 

広告宣伝費 72 73 

貸倒引当金繰入額 △2 △9 

交際費 143 154 

寄付金 15 5 

地代家賃 241 242 

減価償却費 26 37 

租税公課 208 228 

保険料 14 18 

雑費 448 471 

販売費及び一般管理費合計 4,336 4,459 

営業利益 2,093 2,247 
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    (単位：百万円) 

 
前事業年度 

(自 平成26年４月１日 
 至 平成27年３月31日) 

当事業年度 
(自 平成27年４月１日 
 至 平成28年３月31日) 

営業外収益    

受取利息 66 65 

受取配当金 34 29 

保険配当金 11 23 

貸倒引当金戻入額 0 28 

その他 40 32 

営業外収益合計 152 178 

営業外費用    

支払利息 200 182 

シンジケートローン手数料 72 41 

為替差損 － 64 

その他 42 30 

営業外費用合計 315 319 

経常利益 1,930 2,107 

特別利益    

固定資産売却益 0 0 

投資有価証券売却益 32 0 

貸倒引当金戻入額 202 － 

災害損失引当金戻入額 － 32 

特別利益合計 235 32 

特別損失    

固定資産売却損 1 17 

固定資産除却損 4 20 

投資有価証券評価損 151 0 

減損損失 11 9 

その他 12 5 

特別損失合計 181 52 

税引前当期純利益 1,984 2,087 

法人税、住民税及び事業税 230 161 

法人税等調整額 △330 △14 

法人税等合計 △99 147 

当期純利益 2,084 1,939 
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（３）株主資本等変動計算書

前事業年度（自 平成26年４月１日 至 平成27年３月31日）

              (単位：百万円) 

  株主資本 

  

資本金 

資本剰余金 利益剰余金 

自己株式 
株主資本合
計 

  

資本準備金 
その他資本
剰余金 

資本剰余金
合計 

その他利益
剰余金 

利益剰余金
合計 

  
繰越利益剰
余金 

当期首残高 11,374 2,843 63 2,907 2,350 2,350 △10 16,622 

会計方針の変更による累積的影
響額         499 499   499 

会計方針の変更を反映した当期首
残高 11,374 2,843 63 2,907 2,850 2,850 △10 17,121 

当期変動額                 

剰余金の配当         △259 △259   △259 

当期純利益         2,084 2,084   2,084 

自己株式の取得             △0 △0 

土地再評価差額金の取崩         4 4   4 

株主資本以外の項目の当期変動
額（純額）                 

当期変動額合計 － － － － 1,829 1,829 △0 1,829 

当期末残高 11,374 2,843 63 2,907 4,680 4,680 △10 18,951 

 

         

  評価・換算差額等 

純資産合計 
  

その他有価
証券評価差
額金 

土地再評価
差額金 

評価・換算
差額等合計 

当期首残高 120 689 810 17,432 

会計方針の変更による累積的影
響額       499 

会計方針の変更を反映した当期首
残高 

120 689 810 17,931 

当期変動額         

剰余金の配当       △259 

当期純利益       2,084 

自己株式の取得       △0 

土地再評価差額金の取崩       4 

株主資本以外の項目の当期変動
額（純額） 

152 73 225 225 

当期変動額合計 152 73 225 2,055 

当期末残高 272 762 1,035 19,986 
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当事業年度（自 平成27年４月１日 至 平成28年３月31日）

              (単位：百万円) 

  株主資本 

  

資本金 

資本剰余金 利益剰余金 

自己株式 
株主資本合
計 

  

資本準備金 その他資本
剰余金 

資本剰余金
合計 

その他利益
剰余金 

利益剰余金
合計 

  
繰越利益剰
余金 

当期首残高 11,374 2,843 63 2,907 4,680 4,680 △10 18,951 

会計方針の変更による累積的影
響額               － 

会計方針の変更を反映した当期首
残高 

11,374 2,843 63 2,907 4,680 4,680 △10 18,951 

当期変動額                 

剰余金の配当         △388 △388   △388 

当期純利益         1,939 1,939   1,939 

自己株式の取得             △0 △0 

土地再評価差額金の取崩         △444 △444   △444 

株主資本以外の項目の当期変動
額（純額）                 

当期変動額合計 － － － － 1,106 1,106 △0 1,106 

当期末残高 11,374 2,843 63 2,907 5,786 5,786 △10 20,057 

 

         

  評価・換算差額等 

純資産合計 
  

その他有価
証券評価差
額金 

土地再評価
差額金 

評価・換算
差額等合計 

当期首残高 272 762 1,035 19,986 

会計方針の変更による累積的影
響額       － 

会計方針の変更を反映した当期首
残高 272 762 1,035 19,986 

当期変動額         

剰余金の配当       △388 

当期純利益       1,939 

自己株式の取得       △0 

土地再評価差額金の取崩       △444 

株主資本以外の項目の当期変動
額（純額） 70 631 702 702 

当期変動額合計 70 631 702 1,808 

当期末残高 343 1,394 1,738 21,795 
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7．その他 

   受注・売上・繰越分類表 
  （１）受  注  高 

（単位：百万円） 

期別 前期（26.４～27.３） 当期（27.４～28.３） 増   減 

区分 金額 構成比 金額 構成比 金額 増減率 

  % %  %

海上土木 45,426 54.2 40,376 47.9 △5,050 △11.1

陸上土木 19,846 23.7 21,855 25.9 2,008 10.1

建築 18,268 21.8 21,923 26.0 3,655 20.0

建設事業 計 83,542 99.7 84,155 99.8 613 0.7

開発事業等 232 0.3 128 0.2 △104 △44.9

合計 83,775 100.0 84,284 100.0 509 0.6

  （２）売  上  高 
（単位：百万円） 

期別 前期（26.４～27.３） 当期（27.４～28.３） 増   減 

区分 金額 構成比 金額 構成比 金額 増減率 

  % %  %

海上土木 35,297 51.2 36,611 49.9 1,314 3.7

陸上土木 18,503 26.8 17,019 23.2 △1,484 △8.0

建築 14,136 20.5 18,515 25.2 4,379 31.0

完成工事高 計 67,937 98.5 72,146 98.3 4,209 6.2

不動産売上高 841 1.2 1,146 1.5 305 36.3

開発事業等売上高 223 0.3 135 0.2 △87 △39.3

合計 69,001 100.0 73,428 100.0 4,427 6.4

  （３）繰  越  高 
（単位：百万円） 

期別 前期（26.４～27.３） 当期（27.４～28.３） 増   減 

区分 金額 構成比 金額 構成比 金額 増減率 

  % %  %

海上土木 35,546 54.0 39,310 50.5 3,764 10.6

陸上土木 16,623 25.2 21,460 27.5 4,836 29.1

建築 13,691 20.8 17,099 22.0 3,408 24.9

建設事業 計 65,861 100.0 77,870 100.0 12,009 18.2

開発事業等 12 0.0 5 0.0 △7 △59.2

合計 65,873 100.0 77,875 100.0 12,001 18.2
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